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ィルム製剤の創傷面への直接適用による創傷治癒効果、および悪性脳腫療の HSV-tk/GCV 遺伝子治療における GCV
シリコーン製剤の脳内投与による抗腫蕩効果について評価を行った。その結果、 hGH コラーゲンフィルムは db/db
マウス皮膚全層欠損モデルにおいて、同用量の hGH 単独投与では見られない創傷治癒促進効果を示した。































6. 局所治療の応用として、 hGH コラーゲンフィルムによる創傷治癒促進効果を db/db マウス創傷治癒モデルによ
り評価した結果、 hGH 単独では効果を示さない場合でも、コラーゲンフィルムとして持続化することにより、
治癒促進効果が確認された。
7. 脳局所治療として、脳悪性腫療の GCV/HSV-tk 遺伝子治療における GCV シリコーン製剤の腫蕩内投与の有用性
をラット脳腫蕩モデ、ルにより評価した結果、局所持続により少ない投与畳で効率的に作用し、優れた抗腫蕩効果
が得られた。さらに血中濃度が抑制され、全身的副作用の低減が達成された。
以上、コラーゲンおよびシリコーン製剤の基盤技術としての放出機構および放出コントロール法を明らかにすると
ともに、これらの製剤を応用した局所療法の有用性を示したことは、今後のタンパク性医薬品への有力な徐放化手投
を提示している点、博士(薬学)の学位を授与するにふさわしいものと考える。
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